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『食卓に安心と健康をお届けする』
スーパーマーケットを目指して
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株式会社 サンプラザ

• サンプラザにおいては、食品スーパーを36店舗運営
• 総店舗数は37店舗であり、内衣料品単独店舗が１店舗

• 食品スーパーに関しては、大阪府外には１店舗のみで、府内比率は
97.2％となる

• 出店地域は、大阪府南部地域へのドミナント展開
• 大阪府内では、羽曳野市・富田林市・堺市・八尾市・河内長野市・貝塚市・南
河内郡太子町・河南町

• 奈良県では、橿原市

• 堺市へは１2店舗の出店となり、約1/3を占めています
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サンプラザ 大阪府内店舗 (奈良県1店舗を除く大阪府内店舗)
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サンプラザがこの四半世紀に歩んできた道

• 食品スーパーは現在36店舗のうち34店舗が半径10㎞の円周内に

• 店舗数は3倍以上になっているものの、出店エリアとしてはさほど
拡大せず

• 「食卓に安心と健康をお届けする」をモットーに持続可能な地域社
会への貢献を目指してきた

• 地産地消や産地直送での農産物の供給とその販売を
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「大阪エコ農産物を買える場所」も当社が・・・

大阪府のHPにおいても、継続
販売店舗として掲載の過半数以
上がサンプラザ店舗
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近年では、脱炭素化も重要な取組のひとつに

• 社会課題解決のために、「脱炭素化」も重要な行動要素に

• 農林水産省が令和4年度から実施することとなった、「温室効果ガス
削減の見える化」について実証段階からの取り組みも

• 本年３月から本格運用となった環境負荷低減の取組の「見える化」も
継続して展開実施中

• 大阪府において実施の、大阪版カーボンフットプリントもいち早く実施
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みどりの食料システム戦略（具体的な取組）
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

 地産地消型エネルギーシステムの構築
 改質リグニン等を活用した高機能材料の開発
 食品残渣・汚泥等からの肥料成分の回収・活用
 新たなタンパク資源（昆虫等）の利活用拡大

１.資材・エネルギー調達における脱輸入・
脱炭素化・環境負荷軽減の推進

（１）持続可能な資材やエネルギーの調達

調達

（２）地域・未利用資源の一層の活用に向けた取組

～期待される取組・技術～

（１）高い生産性と両立する持続的生産体系への転換
（２）機械の電化・水素化等、資材のグリーン化
（３）地球にやさしいスーパー品種等の開発・普及
（４）農地・森林・海洋への炭素の⾧期・大量貯蔵
（５）労働安全性・労働生産性の向上と生産者のすそ野の拡大
（６）水産資源の適切な管理

～期待される取組・技術～

 電子タグ（RFID）等の技術を活用した商品・物流情報のデータ連携
 需給予測システム、マッチングによる食品ロス削減
 非接触で人手不足にも対応した自動配送陳列

3.ムリ・ムダのない持続可能な
加工・流通システムの確立

～期待される取組・技術～

加工・流通

（３）⾧期保存、⾧期輸送に対応した包装資材の開発

 国産品に対する評価向上を通じた輸出拡大

4.環境にやさしい持続可能な
消費の拡大や食育の推進

（１）食品ロスの削減など持続可能な消費の拡大
（２）消費者と生産者の交流を通じた相互理解の促進
（３）栄養バランスに優れた日本型食生活の総合的推進
（４）建築の木造化、暮らしの木質化の推進
（５）持続可能な水産物の消費拡大
～期待される取組・技術～

生産

等

等 等

等

 健康寿命の延伸に向けた食品開発・食生活の推進

 雇用の増大
 地域所得の向上
 豊かな食生活の実現

 農林業機械・漁船の電化等、脱プラ生産資材の開発
 バイオ炭の農地投入技術
 エリートツリー等の開発・普及、人工林資源の循環利用の確立
 海藻類によるCO₂固定化（ブルーカーボン）の推進

 外見重視の見直し等、持続性を重視した消費の拡大

（４）脱炭素化、健康・環境に配慮した食品産業の競争力強化

（１）持続可能な輸入食料・輸入原材料への切替えや
環境活動の促進

（２）データ・AIの活用等による加工・流通の合理化・適正化

（３）資源のリユース・リサイクルに向けた体制構築・技術開発

２.イノベーション等による持続的生産体制の構築

 スマート技術によるピンポイント農薬散布、病害虫の総合
防除の推進、土壌・生育データに基づく施肥管理

消費

・持続可能な農山漁村の創造
・サプライチェーン全体を貫く基盤技術の
確立と連携（人材育成、未来技術投資）
・森林・木材のフル活用によるCO2吸収と
固定の最大化
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みどりの食料システム法も参考の上

• R3年のみどりの食料システム戦略を踏まえて、令和4年7月「環境と調和のとれた食料システム
の確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法律」が施行
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今年度の新しい見える化ラベル

10



11



12



13



様々な取組と連動しての売場展開例
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「温室効果ガス削減」表示は加工品にも

おにぎりラベルも「見える化」へ
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環境問題の課題解決に広く派生する制度に

• 脱炭素に関する多種多様な行動変容の必要性を示唆するものに
つなげていただきたい

• 大阪版カーボンフットプリントの表示を積極的に行っているのも、数
々の取り組みと連動させることができたこともその理由のひとつ

• 農産物は、もっとも購入する頻度の高い商材のひとつ

• より購買頻度の高い「農産物」は、行動変容への大きなきっかけに
なり得るのでは？
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おおさかカーボンフットプリントプロジェクト

おおさかカーボンフットプリント
プロジェクトのチラシより
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日々の食べる「食」でも貢献できるとのことを

おおさかカーボンフットプリントプロジェクトのチラシより
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地産地消で脱炭素に貢献

20



大阪産（もん）Facebookでも、CFPラベルを
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大阪版カーボンフットプリントの告知多様なツールで

22



脱炭素エキデンのPR動画では広く環境の取組告知を
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大阪駅のビジョンでもその動画を放映
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既存のしくみとの連携も重要か

• 大阪版CFP・デカボスコア・農産物の環境負荷低減の見える化ラベ
ルなど、いろいろな表記があることなども示し、おおさかカーボンフ
ットプリントプロジェクトとして実施

• CFP表示のベースとなるものを整備することで、結果として各地域
での創意工夫を促し、それらの地域での行動変容への具体的な行
動がより多く生まれていくきっかけになればと、一個人としても考え
る
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サステナアワード2023においては、脱炭素賞を

環境省HPより

環境省・農林水産省・消費者庁で実施されたサステナアワードにおいては、環境負荷低減などを中心に訴え
た動画もご評価いただくことができた

27



各都道府県なども推進しやすいものに

• 大阪府においては、「脱炭素経営宣言登録証」というものを知事名
でお出しになられています。CFPの表示の普及のためには、各地
域へ後押しも重要な要素では

• 大手メーカー等ではない、企業規模の大きくない事業者も取組やす
いことも重要

• 良い商品があって、それが環境に良いから買うのであって、好みで
はない環境に良い商品は、そもそも購入の土俵に乗ってこないとい
うことも言える
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CO2CO2（コツコツ）ポイントでも

当社折込チラシより
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おおさかコツコツポイントなども効果的か

• 大阪府においては、脱炭素に寄与する商品などの販売において、事
業者がつけるポイントについての一部補助制度が

• 表示制度の確立とともに、普及拡大についての運用面での設計もよ
り多くの皆さんが知っていただくためには非常に重要

• 現時点では明らかなグリーンウォッシュ的な動きは、日本においては
あまり見られないのでは

• 過度な期待感を想起させる制度にしないことで、わが国では比較的
適切な運用を皆さんされるのでは
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